
 
＜講師割引適用について＞
・割引額はそれぞれの下記料金より、1名ご参加の場合 \10.800円引き、2名以上参加の場合 通常の同時申込割引から更に1名につき￥2,160円引きとなります。
・割引の適用条件としましては、本申込用紙にてfax申し込みされた方、　弊社ＨＰにて講師割引番号を記載の上、お申し込みを頂いた方に限らせていただきます。
  また場合によっては講師にご確認を取らせていただくことがございますので、その点ご了承下さい。
・その他割引との併用はできません。

【講師割引申込用紙】※ 弊社ＨＰ(http://www.johokiko.co.jp)よりお申し込み頂く場合は

   備考欄に 講師割引番号「I-152」を記載して下さい。

※ この申し込み用紙は切り離さず、そのままお送り下さい。FAX：03-5740-8766

ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先　policy@johokiko.co.jp

参加
形態

所属･役職 TEL FAX

受講者 e-mail e-mail上司氏名

〒
会社名 住所

今後ご希望の案内方法にレ印を記入下さい(複数回答可）　□e-mail □FAX　□郵送　□不要

講師割引申込 本講座料金より \10,800 引き
2名以上参加　更に\2,160 引き

備考欄

※参加ｾﾐﾅｰにﾁｪｯｸ印☑
　をつけて下さい

1.お申込確認後、受講券、請求書、会場の地図等をお送りいた
します（申込者数が最小催行人数に達してない場合、開催決
定まで受講券等の発送を見合させて頂くことがございます）

2.受講料のお支払いは、原則として開催日までにお願いいたし
ます。後日になる場合は予定日をご明記ください。当日会場
でのお支払いも可能です。

3.申込後、ご都合により講習会に出席できなくなりました場合
　 は、代理の方がご出席ください 。 止むを得ず欠席の場合、
   弊社事務局宛に下記迄ご連絡下さい　
　※※原則、お電話での受付は致しかねます※※
　　(受付時間9:00－17:00) 連絡先→ req@johokiko.co.jp
　　弊社からの受領確認メールを持って受付完了とさせて頂き
    ます（弊社からのメールが翌営業日中迄にない場合は
    お手数ですがご一報下さい）。 
    以下の規定に基づき、料金を申し受けます。

※開催日から逆算して(土日・祝祭日除く)
    ・講座3日前～4日前での欠席ご連絡： 受講料の70%

 ・講座当日～2日前での欠席ご連絡： 受講料の100%
4.原則として銀行振込の場合領収証は発行致しません。
　 振込手数料はご負担下さい。
5.最小催行人数に満たない場合等、事情により中止になる場合

がございますがご了承下さい。

＜申込要領＞　
　　以下ご了承の上、お申込み下さい

□SDS・ラベル完全マスター／初級・入門編（2/7）
□SDS・ラベル完全マスター／中級・実践編（3/22）

株式会社成田セイフティデータサポート 代表取締役
 　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤 功 先生

●日　時　2019年2月7日木曜日 10:30-16:30
●会　場　[東京・大井町]きゅりあん
●受講料　1名46,440円(税込（消費税8％）、資料・昼食付)
＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき35,640円

・SDSに係る業務の担当となったが、取りあえず基礎化をしっかり身に付けたい　・SDSに直接係ってはいないが、最近問合せ、要求が増加し、基礎的なことは知りたい・・
・購入した原料を使用して製造しておるが、購入品のSDSをきちんと理解しい・・・

SDS・ラベル作成の基礎から実践まで、SDS・ラベル完全マスター【初級・入門編】

■本講座の特徴は SDS ・ ラベル作成の基礎から実践までを、 初級 ・ 基礎編と中級編を 3 週間おいて実施する点で、 参加の形態としては
　 ・ 最近 SDS に係る業務の担当となったが、 早急に基礎から応用まで知りたい ・ ・ ・
　 ・ SDS に係る業務をしているが、 基礎から習ったことが無く、 最近判断に苦しむことがある ・ ・
等と言う方は、 初級 ・ 基礎編と中級編を引き続き受講する。
　 ・ SDS に係る業務の担当となったが、 取りあえず基礎化をしっかり身に付けたい
　 ・ SDS に直接係ってはいないが、 最近問合せ、 要求が増加し、 基礎的なことは知りたい ・ ・
　 ・ 購入した原料を使用して製造しておるが、 購入品の SDS をきちんと理解しい ・ ・ ・
等の方は、 取りあえず今回は初級 ・ 基礎編を受講する
　 ・ SDS に係る業務担当として基本的なことは知っているが、 より深いことを知りたい ・ ・ ・
　 ・ SDS で多くの問題点、 疑問を抱えていて、 誰に聞いたら良いか分からない ・ ・ ・
等の方は、 中級編だけを受講する。
　勿論、 当初は初級編だけを受講するつもりだったけど、 初級を受けた後、 SDS 業務に付いたら中級編も受けたくなったという方も歓迎です。
事前にお受けする質問も共有できるものはできる限り講座に反映させ、 個別のご質問は個別に回答します。
　基礎編 , 中級編とも課題を出します。 基礎編終了後で出した課題については、 中級編で解説をして修正 ・ 添削しながら、 中級編の中で
共有します。 中級編を受講されない方の課題、 中級編終了後で出された課題については課題提出 ( 希望者 ) への添削、 助言のフォローを
実施し、 参加された方沿ったセミカスタマイズな講座を提供します。
■受講後、 習得できること ： ・ 日本における SDS 作成に係る法的要求　 ・ GHS 各項目の意味するところと、 分類と疑問の解決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・ SDS 各項目の意味するところと、 疑問の解決　 ・ 混合物の SDS 作成、 ラベルのあるべき姿と作成方法

１． SDS と GHS 概論 （30 分）
　　１） SDS の目的と経緯
　　２） GHS の目的と経緯
　　３） 国連危険物勧告と GHS の関係
　　４） 危険物輸送における国際的体系
２． 日本における SDS 関連法令 (30 分 )
　　SDS 要求三法の要求する化学物質と、
　　法律による要求内容の違い
　１） 労働安全衛生法
　２） 毒劇法
　３） 化管法 （PRTR 法）
　４） その他努力義務のある法律
３． SDS の構成 (30 分 )
　１） 大項目 16 項目の内容と関係
　２） 作成手順概要
４． GHS 分類各論 （60 分）
　１） 物理化学的危険性 16 項目
　２） 人健康有害性 10 項目
　３） 環境影響性 3 項目

５． 有害性情報の調査方法 (30 分 )
　１） NITE 公表の GHS 分類の活用
　２） NITE 公表の GHS 分類の注意事項
　３） 用語の説明
６． 混合物の GHS 分類方法 （30 分）
７． 化学物質の SDS ・ ラベル作成 (30 分 )
　１） 作成手順詳細
　２） 各項目の記載内容
　３） ラベルへの展開
８． 単純な SDS ・ ラベルの作成演習と課題 (30 分 )

５． 宿題　 ： 　
SDS、 ラベルの作成、　講師へ直接メール送付で
添削回答する
参加者で希望者 （提出者） のみ、 受付期間
： 講習参加後 1 ヶ月 （添削回答は受付後約 1 ヶ月）

（株）成田セイフティデータサポート 代表取締役  伊藤 功 先生

●日　時　2019年3月22日金曜日 10:30-16:30

●会　場　[東京・大井町]きゅりあん

・SDSに係る業務担当として基本的なことは知っているが、より深いことを知りたい・・・
・SDSで多くの問題点、疑問を抱えていて、誰に聞いたら良いか分からない・・・

SDS・ラベル作成の基礎から実践まで、
SDS・ラベル完全マスター【中級・実践編】

●受講料　『SDS中級（3月22日）』のみのお申込みの場合
 　　　　　1名46,440円(税込（消費税8％）、資料・昼食付)
　　　　　＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき35,640円
 　　　　 『SDS入門（2月7日）』と合わせてお申込みの場合
　　　  （同じ会社の違う方 可。2日目の参加者を備考欄に記載下さい）
 　      　1名71,280円(税込（消費税8％）、資料・昼食付) 
　　      ＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき60,480円
　     ⇒割引は全ての受講者が両日参加の場合に限ります 

WEBでの検索は→「情報機構　AR190322」

本講座の特徴はSDS・ラベル作成の基礎から実践までを、初級・基礎編と中級編を3週間おいて
実施する点で、参加の形態としては
・最近SDSに係る業務の担当となったが、早急に基礎から応用まで知りたい・・・
・SDSに係る業務をしているが、基礎から習ったことが無く、最近判断に苦しむことがある・・
　等と言う方は、初級・基礎編と中級編を引き続き受講する。
・SDSに係る業務の担当となったが、取りあえず基礎化をしっかり身に付けたい
・SDSに直接係ってはいないが、最近問合せ、要求が増加し、基礎的なことは知りたい・・
・購入した原料を使用して製造しておるが、購入品のSDSをきちんと理解しい・・・
　等の方は、取りあえず今回は初級・基礎編を受講する
・SDSに係る業務担当として基本的なことは知っているが、より深いことを知りたい・・・
・SDSで多くの問題点、疑問を抱えていて、誰に聞いたら良いか分からない・・・
　等の方は、中級編だけを受講する。
勿論、当初は初級編だけを受講するつもりだったけど、初級を受けた後、SDS業務に
付いたら中級編も受けたくなったという方も歓迎です。
■受講後、習得できること
・日本におけるSDS作成に係る法的要求 
・GHS各項目の意味するところと、分類と疑問の解決
・SDS各項目の意味するところと、疑問の解決
・混合物のSDS作成、ラベルのあるべき姿と作成方法

１．課題で作成したSDS・ラベルを使っての解説、修正（事前提示）(６０分)
２．１日目セミナー内容或はその後の業務遂行からの
　　　疑問・質問への回答(事前提示)(３０分)
３．GHS分類、混合物分類の留意点、（１５分）
４．危険有害性試験及び有害性調査の留意点(６０分)
１）文献調査の問題点
２）試験を実施する際の問題点、留意点
３）消防法危険物とGHS物理化学危険性との関係
４）毒劇法とGHS急性毒性の関係
５）国連危険物輸送勧告とGHS危険有害性との関係
６）粉塵爆発危険性
５．国連危険物のUN]番号、正式品名の付け方(３０分)
６．混合物のSDS・ラベル作成演習・課題(７５分)
  ４．質疑応答　（30分：１日目。２日目とも）
  ５．課題について　：
  ＊事前課題提出は、mustでは、ありません。

プログラムの詳細は、弊社HPをご覧ください


